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日時：平成25年1月17日（木）　午後7時00分
場所：ラッキーバッグ株式会社本部　研修室
出席者：大橋一夫、池上究、岡野純一郎、星利佳、山下修、阿部康弘、
斎藤慎也、萩原　大士、山下まり子

＜　議　事　＞
1． 開会挨拶
岡野副会長より開会のあいさつ

2． 会長挨拶
平成26年度山形開催の日薬学術大会に向けて、各委員会が少しずつ動きしているがようだが、詳細についてはまだ公表できる段階ではない。また、支部で推薦した実行委員については、募集要項も曖昧だったこともあり、どのような扱いになるか不透明である。

3． 議事録署名人指名
　　　理事会規定により大橋会長が議長務める。議事録署名人として、齋藤慎也理事を
選出。

４．　　報告事項
（１）各委員会及び部会活動報告
１）総務広報委員会
　岡野副会長より12月20日（木）に行われた忘年会についての収支報告。また、ホームページの薬局及び会員紹介については、総務部主導で進めることとした。

２）生涯教育委員会
　星理事より12月18日（火）開催の委員会内容について報告。2月14日（木）実施の医師講演会の役割分担の内容報告。塩野義製薬協力により懇親会を含む会費を1,000円程度に抑え、参加しやすいようにすることした。

３）リスクマネジメント委員会
　　　山下理事より、前回からまだ委員会は開催されておらず、真室川病院疑義照会
アンケート実施についても現在集計作業中との報告があった。

４）学校薬剤師会
　池上専務理事より、学校薬剤師の新規希望者についてアンケート検討中との報告があった。

　　５）保険薬局部会
　　　　　萩原理事から今期の事業計画である個別指導研修会実施に向けて、ふれあい薬
局に講演の依頼を行ったが、指摘事項少なかったこともあり結果的に断られとの
報告があった。今期の研修会の開催を取りやめ、外部講師も含め来期内容につい
て再検討することとした。
　　　　
５．　協議事項
（１）広域医療・介護等連携チームの参加について
池上専務理事より、最上総合支庁保健福祉環境部より参加要請があった広域連携チームへ設置の趣旨説明。委員として大橋会長、中沼副会長、星理事の3名を推薦することとした

（２）地区薬剤師会会則の件
３月通常総会において決議するため、事務局でモデル会則を元に原案を作成し、現会則と合わせて事前資料として各理事にメール送信。変更内容などを確認した上で、来月理事会前までに事務局に自分の意見をメールで返信することとした。

（３）入会・脱会者承認と報告
　　　　　池上専務理事より事務局の不手際で入会の承認と脱会報告について、理事会で協議してこなかったことをお詫び。改めて今期の入会者大橋吉恵、村上絵里、齋藤浩樹の承認と、大山寛、新田陸夫、佐藤智哉、相馬伸、福井喜禄の脱会者が報告された。

　（４）ホームページの活用状況について
　　　　　山下まり子理事より、ホームページの認知度低く、啓蒙活動強化の必要性について意見あり協議。2月の医師講演会時に再度説明を行うこととした。

６．　閉会挨拶
　　池上専務理事より閉会のあいさつ
議事録作成人　　池上　究　　　　　 
議事録署名　　　　　　　　　
平成25年　　月　　日　
